
地盤工学研究 小峯研究室

早稲田大学の「地盤工学研究室」は，小峯秀雄教授が早稲田大学創
造理工学部社会環境工学科に異動するに伴い，新たに2014年4月に設
立されました．
本研究室では，「21世紀の社会に貢献するために，新しい視点で”地
盤工学”を展開する！」をスローガンに，日々励んでいます．

研究室の概要・歴史

教授紹介

年間スケジュール

主な研究テーマ

１

２

早稲田大学地盤工学研究室では，エネルギー土木，震災復興，地球

規模環境問題・低炭素社会の実現に向けて地盤工学をベースに研究

展開をしています．福島第一原子力発電所の廃止措置，原子力発電事

業の放射性廃棄物地層処分，除染事業の中間貯蔵施設建設など東日

本大震災からの復興のための研究から温暖化による河川堤防や斜面

への影響評価と適応策，リニア中央新幹線建設や東京オリンピックで問

題になる自然由来の地盤汚染など，地盤に係る環境と防災について，

実学的研究を行っています．次代を担うリーダー的土木技術者を目指し，

共に成長しましょう．

３

５

近年では自然災害に対する防災意識が非常に高まっています．特に東北地方太

平洋沖地震は大きな被害を与えたため，災害を防ぐことと事後処理に対する意識改

革にも繋がりました．中でも地震・津波による原子力発電所の被害は甚大であり，放

射線漏れが確認されました．放射性物質は周囲に拡散しあらゆる物に蓄積し，生体

に悪影響を及ぼします．したがって放射能で汚染された物質を適切に処理し，除去

しなければならないのです．被害にあった原発の解体処理・放射能汚染物質の*中

間貯蔵施設の建設を，使命感を持って行うのが土木に従事する我々の役割だと自

負しております．

当研究室で専門とする地盤工学の分野ではそれに対し，生活圏と放射性汚染物

質の隔離という観点から解決する方法を模索しています．具体的に，自然の地下水

や土壌に放射性物質が流出することを阻止することです．貯蔵施設において，雨や

地下の流水に放射性物質が溶出する可能性があるため，遮水性を保持する材料を

用いて地下水への流出を阻止することができるのではないかと実験による検証を重

ねています．

*中間貯蔵施設とは，除染で取り除いた土や放射性物質によって汚染された廃棄物

を，最終処分をするまでの間，安全に管理・保管するための施設のことです．

環境・防災

部門

小峯秀雄 教授 博士(工学)

略歴

１９８５年 早稲田大学 理工学部 土木工学科卒業

１９８７年 早稲田大学大学院 理工学研究科 修了

１９８７年 財団法人 電力中央研究所 入所

担当研究員，主査研究員，主任研究員を歴任

２００１年 茨城大学 工学部 都市システム工学科

助教授，准教授，教授を歴任

２０１４年 早稲田大学理工学術院 教授

安全な未来に向けての震災廃棄物処理４

4月 新メンバー加入
歓迎会
卒論テーマ決定

5月 1st Discussion Meeting

6月 春季研究室対抗野球大会
春季早慶戦
現場見学会

7月 2nd Discussion Meeting
環境地盤工学シンポジウム

8月 オープンキャンパス
企業との共同実験

9月 3rd Discussion Meeting@ゼミ合宿（軽井沢）
秋季研究室対抗野球大会
地盤工学研究発表会
土木学会全国大会

10月 Geo Kanto成果発表会
秋季早慶戦

11月 4th Discussion Meeting
理工展

12月 5th Discussion Meeting
共同研究者も交えた研究室大忘年会

1月 新年会
現場見学会

2月 卒業論文・修士論文発表会
地盤工学会，土木学会，論文投稿
小峯先生誕生日（2/14）

3月 涙なみだの卒業式

主な受賞歴
平成11年度 地盤工学会・論文賞（2000年）
平成16年度 地盤工学会・研究業績賞（2005年）
平成20年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部
門）（2008年）
平成26年度 地盤工学会地盤環境賞（2015年）
平成27年度 「地盤工学会誌」年間優秀賞（2016年）

写真は平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞（研
究部門）を受賞した時のものです．

後輩へのメッセージ７

地盤工学（小峯秀雄）研究室では各人別々の研究テーマを持っていて自分で計画を立てて研究課題を進めていきます．そのため自分のペースで研

究を進められる一方で，責任も大きくとてもやりがいがあります．小峯先生の座右の銘は，「幸運は，準備と機会がめぐりあったときに起きる」です．

地盤工学（小峯秀雄）研究室では素晴らしい機会がたくさんあります．準備はときに厳しいものかもしれませんが，準備を怠らなければ必ず良い結果

が待っています．そんな小峯研究室で充実した研究室生活を送りませんか？一同お待ちしております．

研究室の日常６

地盤工学（小峯秀雄）研究室は小峯教授，秘書の朝岡さん，招聘研究員の後藤先

生，5名の非常勤講師，修士２年４人，修士１年４人，学部４年７人の計２３人で構成

されています．普段から企業の方々との交流が非常に盛んで，研究室は毎日賑わ

っています．このような社会人の方と直接お話しする機会に我が研究室は最も恵ま

れています．また，小峯教授と同じ部屋のため良くも悪くも会話（世間話，研究の話）

をする機会が多くあります．研究室生活を送っていく中で小峯教授との適度な距離

の置き方が大切になってきます．

研究活動の他にも，春と秋に行われる研究室対抗野球大会や軽井沢へのゼミ合宿，

企業の方も交えた飲み会などのイベントがあります．

写真は野球大会，飲み会，南洋工科大学との交流，誕生日祝いのものです．

Geotechnical and Geoenvironmental Engineering Komine Lab.Geotechnical and Geoenvironmental Engineering Komine Lab.

早稲田大学創造理工学部社会環境工学科 小峯研究室作成者：平成28年度 B4一同


